
「ものメッセKOCHI2024 第13回高知県ものづくり総合技術展」に出展
高知から宇宙へ！自作ハイブリッドロケットエンジン開発

NEWS
RELEASE

11月14日(木)～16日(土)に、高知ぢばさんセンターで開催される「ものメッセKOCHI2024 第13
回高知県ものづくり総合技術展」に、高知県工業会と共同で出展します。

ロケットや模擬人工衛星の開発・実験を行っている本学の学生団体RaSKが、高知県工業会受注拡
大委員会のご協力により開発した「自作ハイブリッドロケットエンジン」が完成し、今年9月に燃焼実験
を実施し点火に成功しました。その実物を展示し、開発経緯や製作過程などをパネル展示と動画で紹
介いたします。

2024年11月８日

【問い合わせ先】
高知工科大学 広報課 澤田 ・ 前田
TEL.0887-53-1080
E-mail :kouhou@ml.kochi-tech.ac.jp

ものメッセKOCHI2024 第13回高知県ものづくり総合技術展
日時 ：2024年11月14日(木)～16日(土) 10:00-16:00
場所 ：高知ぢばさんセンター(高知県高知市布師田3992－2) ブース番号69
本学の出展内容：学生団体RaSKが進める自作ハイブリッドロケットエンジンの開発について
ホームページ：https://kochi-monodukuri.online/exhibitor/dev-biz/6386/

＜学生×企業 自作ロケットエンジンの初点火成功＞
RaSKは、宇宙開発をテーマに活動する学生団体で、ハイブリッドロケットを自作し打ち上げ実験を行っ
ています。
近年、既製品ロケットエンジンの流通量が少なくなり、特に高推力のものは入手が困難なことから、「無
いものは、自分たちで作ろう。」との思いで、再利用が可能で経済的な、同ロケットエンジンの自作に着
手しました。しかし、部品加工のノウハウも、予算も無く困っていたところ、高知県工業会の山崎 道生
会長（株式会社山崎技研 会長）にご賛同とご協力をいただき、同工業会の会員企業様などから資
金のご援助をいただきました。また、同工業会の受注拡大委員会の開発テーマに選定して頂き、会員
企業５社様に必要部品の加工をしていただきました。
エンジンの完成後も安全性の確認など各種試験を行い、そして今年9月、念願の燃焼実験で初点火
に成功。今後は、エンジンの軽量化や効率化のための燃焼実験を繰り返し、実用化に向けたデータを
集めていきます。

【写真】 左・中：今年９月の燃焼実験の様子 右：エンジンを構成する部品
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＜ハイブリッドロケットエンジンとは？＞
・固体燃料と液体酸化剤の長所を組み合わせた次世代エンジン。
・液体酸化剤には亜酸化窒素（N₂O）を使用し、固体燃料にはろうそくなどに使用されるロウやプラス
チック製品の原料であるPP(ポリプロピレン)、PMMA(アクリル)等を使用。
・固体燃料は身近なプラスチックであるなどの点から低コストで製作ができ、また比較的取り扱いが容易で
ある等の理由から、日本の学生ロケット製作チームで広く採用されています。

エンジンは、
機体の当該部分に組み込まれます。
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